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Fig. 1. X-ray-induced scintillation spectra 
of Nd, Lu- codoped BaF2. 
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ガス比例計数管は大面積かつ安価な放射線検出器の作製が容易な点で優れているが、ガンマ線

検出においては検出効率の低さが課題となる。この検出効率の低さを解決する方法として、1980

年代後半から 1990年代にかけて、真空紫外（VUV）光に感度を有するテトラキス-ジメチル-アミ

ノエチレン（TMAE）等の有機物系ガスを充填した比例計数管と、VUV領域の波長で発光するシ

ンチレーター（VUVシンチレーター）を組み合わせた検出器 [1, 2] が提案された。しかし、当時、

VUVシンチレーターの本命として検討された Nd添加 LaF3は、極めて短い蛍光減衰時定数を有す

る反面、BGOやNaI:Tlのような可視光発光シンチレーターと比べて発光量が大幅に低かったため、

このような検出器は未だに実用化されておらず、発光量の向上に向けた基礎検討が必要な状況で

ある。そこで、本研究では Nd元素に対する Lu元素の共添加の影響について調査した。典型的な

Nd添加 VUVシンチレーターの母材である LaF3は固溶限界の関係で Nd、Luの両者の添加濃度比

を大きく変えることができないため、本研究では BaF2を母材として選択した。評価用サンプルと

して、共添加、Nd単独添加、無添加を含め、数十種類の組成の結晶サンプルを作製し、評価した。 

作製したサンプルの X 線誘起 VUV 発光スペクトル

を測定した結果の一例を Fig. 1に示す。Fig. 1に示す通

り、Lu 添加濃度 20%の時に Nd3+の 5d-4f 遷移に伴う

VUV発光の強度増加が確認された。先行研究で Nd, Er

共添加 BaF2 [3]、Nd, Tm共添加 BaF2 [4]、Nd, Y共添加

BaF2 [5]においても Nd単独添加よりも高い発光強度が

得られたサンプルがあったが、本研究でも同様に発光

強度が向上したサンプルが見られた。詳細は当日報告

する。 
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